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共 催 ：

Male LUTSにおける夜間頻尿治療を再考する

夜間頻尿治療のUp front
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1

岩手医科大学 医学部 泌尿器科学講座

特任講師　前川 滋克 先生

2022年

9月9日（金）
19：00～20：00
（質疑応答を含む）

夜間頻尿は本邦の疫学調査から約4500万人存在すると推定されており、原因も多岐にわたるこ
とからBPHやOAB等のLUTSに対する薬物療法を行った後も夜間の排尿回数が残存する症例
を経験する。特にβ3作動薬、抗コリン薬やα1遮断薬等での治療後も夜間頻尿が残る場合、夜間
多尿に対する治療介入を考える事が重要である。本講演では、夜間頻尿の病態ともにLUTSに
対する薬物療法後の夜間多尿患者の実際を議論したい。

夜間頻尿は、QOLや集中力の低下のみならず、転倒に伴う骨折などにも関与する。一方で、
夜間頻尿の治療は、これまで患者の困窮度がその開始基準であると、医師のみならず患者
自身もそう考えていた。しかし、近年、患者の困窮度に関わらず治療介入をすることが、前述
のような夜間頻尿によって引き起こされる様々な事象を改善させることが明らかとなってきて
いる。本セミナーでは、夜間頻尿に対する治療の最前線をお届けする。
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福岡大学医学部 腎泌尿器外科学講座

主任教授　羽賀 宣博 先生

LUTS患者の夜間頻尿治療戦略
クロストーク 羽賀 宣博 先生 × 前川 滋克 先生
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